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2. 会議当日 

 
2-1.  全体会（オープニング） 
 

 平成 29 年 10 月 8 日（日曜日）、10 月にしては少し暑いくらいの秋晴れの中、コクダイパン会議に

初めての参加で緊張している方や、久しぶりの再会を楽しみに参加した過去参加者の方など、様々

な思いを胸に筑波大学へ日本全国各地より総勢 108 名のコクダイパン（国立大学等に勤務する一

般職員）が集まってきました。 

 

 参加受付を済ませ、それぞれの席に着く参加者達は、緊張して配付資料をじっくり読んだり、複数

回参加している者同士仲良く会話を弾ませたり、開催までの時間をそれぞれが思い思いに過ごして

いました。 

 

13 時 50 分。1 日目のオープニング全体会の開催時刻になりました。 

 「みなさん、こんにちは！」と、総合司会の元気な挨拶で、第 11 回コクダイパン会議がスタートしまし

た。全体会の冒頭では、会場校である筑波大学の稲垣理事より大変貴重な激励のお言葉を頂き、

参加者のこの会議を実りのあるものにするぞという気持ちも高まったように感じました。 

 

 その後、全体会ではコクダイパン会議の経緯や概要、コクダイパン会議の方針、会議参加のための

3 つの基本ルールと会議全体の一連の流れ、今回の会議のキーワードとなる QWL の説明などが行

われました。 

 

 オープニングの最後に、会議の成功を皆で実現するという意味を込めて、全員で拍手を行いまし

た。 

 参加者 108 名の思いを乗せて、熱い議論を交わす 2 日間がついに始まりを迎えました。 
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2-2.  アイスブレイク 
 

 アイスブレイクでは４～５名のグループに分かれ、２日間の議論の準備体操としてインタビュー形式

のワークを行いました。 

 

 実行委員からの説明の後、「好きなサンドイッチとその理由」「どうしてコクダイパンに参加したか＆何

を学びたいか」「気になる”大学の抱える問題”」のうちのテーマから今回話すテーマを決めます。この

テーマについて、まずひとりが発表を行い、その周りの人が 1 つずつヒーローインタビューのように質問

をしていきました。これを全員が発表者になるまで回していきます。このような形式とした理由は、全

員の緊張をほぐし、さらに会話をしやすくするため、それぞれが全グループメンバーと必ず 1 回以上話

せるようにしたためです。 

 

 アンケートでは、「仲良くなることができた」「周囲の方と話すことで緊張をほぐせた」等の意見を頂い

た一方、「時間が短かった」「進行が忙しかった」等のご指摘もあり、次回以降の反省としたいです。 

  

  




